
2021 The Year in Review／2021年  国境なき医師団の活動

今年も、 
あなたの 
思いと共に。
皆さまお一人お一人の温かなご寄付が
大きな後押しとなり、2021年も
命の危機に直面している多くの人びとに
医療を届けることができました。
心より感謝を申し上げます。
その活動の一部をご報告します。
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クスコ市のアントニオ・ロレーナ病院で新型コロナウイルス感染症患者の治療に当たるMSFスタッフ。

「停戦はしたものの……」
麻酔科医 西
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私が着任した時には停戦が成立しており、
被害に遭ったMSFの診療所も再建が始
まっていました。新たな犠牲者への緊急
手術こそなかったものの、空爆で足の筋
肉が大きくえぐられた男性など、患者さ
んの傷から攻撃の凄まじさを実感するこ
とも多くありました。なぜ苦しむのはい
つも一般市民なのか、胸が痛みます。

2022 >>>

顧みられない被害者たち。 
その心身に寄り添う。

コンゴ民主共和国では激しい武
力衝突が鎮静化された後も、性
暴力被害が増加。MSFが治療し
た患者の数は、2020年だけで
も1万810人に上ります。MSF
はこうした事実を埋もれさせて
しまわないよう、今年７月、報
告書を発表しました。

【同封の手紙もご覧ください】
現地で活動したヘルスプロモーター、
園田亜矢の手紙を同封しています。

性暴力ケア
コンゴ民主共和国

「私たちは声を上げる。」設立50年特設サイトを公開中です。
スタッフ10人のスペシャルインタビューも！  www.msf.or.jp/50th/

「新たな医療ニーズに奮闘中です」
MSFの医師
戦闘が始まった日の翌朝、私はすぐに手術室へ駆
けつけることができませんでした。宿舎と病棟をつ
なぐ道路で銃撃戦が続いていたからです。一瞬の隙
をついて病棟に駆け込むと、そこには銃弾や爆撃で
負傷した人が押し寄せていて、中には全力を尽くし
ても救えなかった命もありました。いまは社会活動
が再開され、持病の治療などで来院する患者さん
が急増しています。MSFがアフガニスタンで活動を
続けられるのは、民間の皆さまの善意に支えられて
いるからに他なりません。心から感謝いたします。
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がれきと化した住宅。震源地に近いレカイは、甚大な被害を受けた。
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スタッフ数

1360人以上
通常の医療援助、

被災地緊急援助の合計
（2021年9月時点）

複数の変異株の流行で、感染拡大が止まらないペルー。 
重症患者への集中治療と、ワクチン接種をサポート。
新型コロナウイルス感染症による10万人当たりの死者数が世界最悪となっているペルーで、
MSFは緊急援助を拡大。中でも高流量酸素療法を必要とする重篤な患者への対応が逼
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いたことから、5月にはクスコ市内の病院に専用病棟を開設し治療に当たりました。また、ワクチ
ン接種が受けられないことも問題となっていたため、MSFは保健省の接種活動も支援しました。

3年連続の干ばつがもたらした、最悪レベルの食料危機。 
命をつなぐ移動診療と、入院栄養治療施設の開設。

過去30年で最悪とされる干ばつで農業が大打撃を受けた上、新型コロナウイルス感染症
の影響が重なり食料危機にあえぐマダガスカル。特に人里離れた場所に村が点在する南
部では、7万4000人もの子どもが急性栄養失調に。MSFは移動診療に注力すると同時
に食料も配布。入院栄養治療施設では重症患者の受け入れなどの対応を続けました。

栄養治療
マダガスカル

「ここは医療砂漠です」と語る、MSFのファニー・トーディエ医師。
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停戦後も、MSFは従来の活動である外科や心のケアなどの医療援助を続けている。
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クンドゥーズの臨時診療所では、最初の12日間で3400件以上の診療を行った。

© Prue Coakley/MSF

活動実績 （2021年7月時点）
▶	�クスコ市の病院での入
院患者数 140 人以上・
1000人以上のワクチン
接種を支援

【最新の活動はウェブで】
“新型コロナウイルス感染症へのMSFの
対応”
www.msf.or.jp/news/
detail/headline/
coronavirus.html

2020 >>> 2021 >>>

2021 年
国境なき医師団  （MSF）の活動

皆さまからの 
引き続きのご支援が、
2022 年も世界各地で
命を救う活動をつなぎます。

あらゆる人びとに予防と治療を。 
世界各地で引き続き新型コロナウイルス
感染症 （COVID-19） に対応。

新型コロナウイルス感染症の流行宣言から1年。MSFは2020年1月末
から緊急対応を開始し、現在も従来の医療援助活動を維持しながら対応
を継続中です。しかし変異株の出現で、今年4月にはインドで１日の新規
感染者数が11万人を超えるなど、危機的状況が世界で拡大。知識不足
から広まる噂やデマも治療や予防を難しくしています。MSFは感染者へ
の治療とともに、正しい情報発信など国や地域に合わせた取り組みを行
うことで、特に弱い立場に置かれた人びとが、医療から取り残されること
がないよう努めています。

感染症対応
世界各地／ペルー

「MSFの診療所だけが頼りです」
エチオピアから避難してきた男性
私たちには、食べ物もお金も何もかもあり
ません。テントの中は人がひしめき合って
いて、下痢をしている人が大勢います。私
の70歳の母はMSFの診療所で薬をもら
いました。16歳の息子はE型肝炎と診断
され治療中です。早く故郷へ帰りたいです。

© Dalila Mahdawi/MSF

〈表紙写真〉	�双子の赤ちゃんの1人を抱き上げ
るMSFの助産師。／2021年1月、
コンゴ民主共和国

© Dalila Mahdawi/MSF

清潔な水をくむ少年たち。MSFはトイレの設置や石けんの配布も行っている。

活動実績 
 （2020年3月～2021年4月）
▶	�72の国と地域で新型コロナウイルス
感染症に対応

▶	�新型コロナ患者用に4745床を準備
▶	�マスクや衛生用品など360万配布

診療数
約8万6000件

（2020年11月～2021年4月、エチオピア・ティグレ州）

活動実績 （2021年7月時点）
▶	�南部で移動診療17チー
ムが活動

▶	�3月以降、4300人以上
の栄養失調児を治療

▶	�6月には、104トンの食
料を移動診療を受けた
家族に配布

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12月12 月11 月

エチオピアから隣国に逃れた難民に、追い打ちをかけた嵐。 
医療援助に加え、給水・衛生支援をさらに強化。

昨年11月、エチオピア・ティグレ州で起きた武力衝突により隣国スーダンに人びとが避難。MSF
は国境付近の2つの難民キャンプですぐさま医療援助を開始しました。ところが雨期に相次いで
襲来した嵐がテントや施設を破壊し、衛生状態の悪化からE型肝炎にかかる人が急増。MSFは
緊急水処理施設を設置し、消毒した清潔な飲み水を提供するなど状況改善に取り組みました。

難民援助
エチオピア／スーダン

ガザの人口密集地への攻撃で奪われた、200人以上の命。 
MSFの診療所も被害に遭う中、24時間体制で援助を続行。

5月10日から20日まで、イスラエル軍の空爆が続いたガザ地区。市民の生活インフラはことご
とく破壊され、200人を超える人びとが命を落としました。MSFの診療所も被害を受け、閉鎖
を余儀なくされましたが、重度の負傷者を救うため同地区のアル・アウダ病院の救急処置室と
手術室を24時間体制でサポート。医療物資が不足する多くの医療機関も支援しました。

紛争地対応
パレスチナ ハイチ南西部を襲ったマグニチュード7.2の地震。 

ヘリコプターも使った大規模な緊急援助を展開。
MSFは、8月14日の地震発生直後から調査を開始。建物の倒壊や道路の寸断に加え、暴風雨
による被害も重なり孤立する人びとへ迅速に医療と支援物資を届けるため、空路も使った大規
模な援助を展開しました。また比較的被害が少なかった首都ポルトープランスのMSFの病院では、
各地から搬送される重傷者を治療。水道設備に被害が出た地域では給水車の手配も行いました。

被災地対応
ハイチ

緊迫した状況がピークに達したアフガニスタン情勢。 
目まぐるしく変化する医療ニーズに、５つの地域で応え続ける。

5月以降、政府軍と武装勢力タリバンとの戦闘がさらに激化。MSFは内科や産科など通常の医療援助活
動と並行し、銃弾や爆発による多くの外傷患者の治療に当たりました。タリバンが首都カブールを制圧した 
8月中旬以降は、それまで戦闘の激化で家に留まらざるを得なかった人びとが病院に押し寄せました。現地
の医療資源が著しく不足する中、MSFはその受け皿として力を尽くしています。

紛争地対応
アフガニスタン

スマートフォンから  ▶ ︎

スマートフォンから  ▶ 

MSFは被害者の心身のケアとともに、地域に
出向いての啓発活動にも力を入れている。

© MSF



来年も私たちと共に、
希望を次につなげてくださる皆さまへ。

特製アドレスシールをお届けします。
（2022年1月31日（月）受付分まで）
同封の専用払込取扱票で寄付してくださった方に、
日々の郵便物などにお使いいただけるお名前とご住
所を印刷したアドレスシール（1シート12片）をプ
レゼント。
 アドレスシールの送付は3月上旬（領収書とは別送）   
です。

※2022年2月1日（火）以降にお受けした寄付については、印刷
手配の関係で特製アドレスシールのプレゼント対象外となります。

※アドレスシールの送付や印字に関する注意事項を同封の専用
払込取扱票の欄外に記載していますので、ご確認ください。

（写真はイメージです） © Tom Casey/MSF

2時間半かけてたどり着い
たMSFの病院で、治療後
にようやく笑顔を見せた男
の子。／2021年5月、ア
フガニスタン
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 希望のリレーは続く。
一人でも多くの命を救うために。国境なき医師団は、2022年も皆さまと共に走り続けます。

あなたの
寄付で

できること

※外国為替による変動があります。いただいた寄付でできることの一例です。

マラリアの治療
24人の子どもたちに、アルテミシニンと抗マ
ラリア薬を併用したマラリアの治療ができます。

10,000円で

24人分

はしかのワクチン
120人の子どもたちに、はしかのワクチ
ンを用意できます。

3,000円で

120人分

栄養治療食
栄養失調の子どもたちに、150食の栄
養治療食（RUTF）を提供できます。

5,000円で

150食分

コレラ対策キット
医薬品など予防・感染防止に必要なもの
が入った12人分のキットを用意できます。

30,000円で

12人分
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寄付・ご登録情報に関するお問い合わせ

0120-999-199 通話料無料   （平日9:00〜18:00／土日祝日、年末年始＊休業）
＊2021年12月29日から2022年1月4日まで休業
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TEL

シャボン玉を使い、難
民の子どもたちの心を
ときほぐすMSFの心の
ケア担当のスタッフ。／
2021年1月、ギリシャ
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@MSFJapan
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公式ウェブサイト
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